
私たちの体と細胞

細胞中での RNAの役割

幹細胞　～他の種類の細胞を生み出すことができる細胞～

ヒトの体は、一個の受精卵から増えていきます。
ある程度増えると、それぞれ働きの違ういろいろな細胞へと変化 ( 分化 ) します。
体の色々な部分は、それぞれ特別な細胞が集まってできています。
一度細胞が分化すると、もう元の受精卵の状態には戻りません。
一部の細胞は、もう増えなくなることもあります。
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ES 細胞（胚性幹細胞）と iPS 細胞（人工多能性幹細胞）

・ 本人の細胞由来なので、拒絶反応が起こらない

・ 胚を用いる ES 細胞とは異なり、倫理的な問題もない

・再生医療の他に、病気の原因の解明や新薬の開発や副作用の検査にも使える

そのためには、
目的細胞のみを選別し・不要細胞を除去できる技術が必要

タンパク質は生命現象のすべてを担っています。
細胞の種類が違えば、作られているタンパク質の種類も違います。
また、そのタンパク質作りを調節する RNAの種類も細胞ごとに違います。

遺伝情報を担う 遺伝子発現を調節する 細胞の働きや運命を決める

核の中には染色体が入っています。
染色体は、長いDNAが綺麗に
折りたたまれて作られます。

miRNA

DNAに書かれているすべての遺伝情報は
「ゲノム」と呼ばれています。

長いDNAには、「遺伝情報」が書き込まれています。
中でもタンパク質の作り方が書かれている部分は
「遺伝子」と呼ばれます。

Oct3/4、Sox2、
Klf4、c-Myc

研究の背景
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転写 翻訳
連なったアミノ酸が折りたたまれたり、
くっついてタンパク質ができる
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私たちの研究

mRNAスイッチを使えば、miRNA やタンパク質といった “細胞の内部” の違いを見分けることができる

・ 細胞の中で速やかに分解されるので、細胞に対する負担が少ない

・DNAはゲノムに挿入される危険性があるが、RNAはその危険性が低い

mRNAスイッチ ～標的となるmiRNA やタンパク質が結合するように作られたmRNA～

好きなタンパク質の遺伝子

緑色に光るタンパク質

細胞を殺すタンパク質

miRNA やタンパク質が結合する配列
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mRNAスイッチの使い道

実際に、心筋細胞や膵臓細胞、神経細胞の選別に成功！！

現在、実現に向けて研究中！！

mRNAスイッチのはたらく仕組み
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標的となるmiRNA やタンパク質がある細胞では．．．標的となるmiRNA やタンパク質がない細胞では．．．

緑色蛍光タンパク質が作られない！緑色蛍光タンパク質が作られる！


